
ベトナム戦争の頃，ダナン・ラング(Da Nang Lung)といわれる病気が流行

した．ダナンはベトナム中部の古都で当時大規模な米軍基地があり，負傷した

兵隊を治療する後方病院も置かれていた．そこに搬入された負傷兵の中で，何

の肺疾患もなく肺以外の負傷なのに突然肺が真っ白になり，急性呼吸不全が起

こり数日で死亡する患者が続発した．今ではこれがARDSであり，その発症

機序も分かってきている．それから数十年が経過し，ベトナム戦争は風化しつ

つあるが，ARDSは今も難治性重症疾患の最たるものである．しかし，今月

号の特集を読むと，少しずつではあるが，ARDSの治療も確実に進歩してき

たことが分かる．びまん性汎細気管支炎や気管支喘息のように大きなブレーク

スルーがあったわけではないが，主として人工呼吸法や肺保護療法などにより

臨床成績は着実に良くなっている．さらに新しい機序の薬物，新しい治療法の

開発も行われており，今後が期待される．その進歩には，動物実験や in vitro

の実験に加えて，臨床研究が大きな貢献をしている．

以前ある大学の教授室を訪れたとき，壁の額に掛かっている「教室員心得」

を読んで感心したことがある．いくつかの注意事項的な文章に混じって，さり

気なく書かれた「あらゆる病気には必ず原因がある．医師ならそれを見つける

努力をすべきである．」というのがあった．含蓄の深い文である．表面だけ読

むと，日常診療での鑑別診断，臨床検査，そして確定診断のことを言っている

ようにも思える．必ず論理的な思考に従って最も適切な診断を行い，論理的に

も適切な治療を行うようにと．しかし，その教授や先代の教授の歩んでこられ

た道からは，それだけのものではないと思われる．やはり，これは「原因不明

の未知の病気であっても，医師であれば出来る限りその原因を見つけるような

努力をせよ」ということだと思う．我々の周りにはまだ原因の分からない病気

が沢山ある．すべての医師に研究者になれと言っているわけではない．患者さ

んは日常診療の中で病気の様々な情報を提供してくれている．我々が見逃して

いるものも，理解できていないものも数多くあるだろう．それらを出来るだけ

系統的にとらえ，整理し，論理的意義付けをし，推論をたて，証明し病気の原

因をつきとめる．臨床と研究は決して異なるものではなく，アプローチは違っ

ても考え方は同じものである．優秀な臨床医は，研究者の目で患者を診察し，

情報を整理し，問題を抽出し，解決策を考えていく．臨床は非常に多くのヒン

トを私たちに与えてくれている．分からないのは，自分たちがそれに気が付か

ないか，その重要さが理解できないだけであると謙虚にならなければならない．

今月号の特集を読みながらそんなことを考えた． (相澤久道)
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